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※※ アンケートへのご協力のお願い ※※ 

学校説明会のアンケートをオンラインで行っております。 

右のＱＲコードをスマートフォン等で読み取り、 

入力をお願いいたします。 

（12 月 8 日（月）17:00 までにご入力ください）（12 月 8 日（月）17:00 ま

でにご入力ください） 



- 1 - 
 

目次 

 

教務部 ·························································· 2 

進路指導部 ··················································9 

生活指導部 ··················································10 

経営企画室 ··················································11 

校舎内見学資料 ··········································13 

 

 

 

  

※お願い 

・校内での写真、動画撮影はご遠慮ください。 

※個別相談・生徒による校舎案内をご希望の方へ 

・希望者が多く、個別相談でお待ちいただく可能性があります。

ご了承ください。 

・個別相談と校舎案内を両方希望する場合、個別相談を先に行う

よう、ご協力お願いいたします。 
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富士森高校の学習  

本校は、中学生、在校生、保護者、地域等から信頼される、「入りたい、入ってよかった」

学校を目指しています。  

本校に入学した多くの生徒が、４年制大学への進学を目指して、目標に向かって頑張ってい

ます。頑張る生徒の目標を実現させるために、受験に対応できるカリキュラムを編成し、土曜

授業、少人数編成授業、習熟度別授業などを実施しています。夏休みなどの長期休業中の補習・

補講や学習サークルによる学習活動を充実させ、学習に対応する主体性を高めるとともに、生

徒一人一人の進路実現を組織的に支援しています。  

 

 本校の教育課程の特徴と学力向上への取り組み 

・一年間で１８回(おおむね月２回)、土曜授業を実施しています。  

・卒業に必要な単位数は、８７単位です。  

・２学年から文系・理系を選択し、進路希望に応じた科目を多く学習します。  

・３学年では、さらに多様な必修選択科目および自由選択科目が設置されており、進路希望に

応じた科目を選択して学習します。  

・学力差のつきやすい、２年の数学（数学Ⅱ）と３年の英語（論理・表現Ⅲ）では  

習熟度別授業を実施する予定です。  

・地域探究学習として、八王子コンソーシアムに参加しており、八王子の街づくりに貢献すべ

く取り組んでいます。  

・夏期講習・冬期講習・春期講習が充実しています。今年度の夏期講習は約 50 講座を開講し

ました。  

・自習室と図書館には個別ブース型の学習机を設置、職員室前や廊下にも自習机が置かれ、多

くの生徒が自習したり、先生から個別に指導を受けたりしています。  

・「富士森ＭＶＰ（成績等優秀者表彰）」で勉強や学校生活に対する努力を重ねた生徒を表彰

しています。  

・「ワードカップ（英語の学年統一単語力テスト）」を定期的に実施し、単語力を競い合って

います。  

 

※  学校案内Ｐ .３～４もあわせてご覧ください。  

  

教務部 
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令和８年度入学者選抜  

〈本校の期待する生徒の姿〉・・・・自己ＰＲカード等の記入や面接での参考にしてください。 

 

 

 
 

 

 

Ⅰ 概要  

１ 募集人員 （数字は人数） 

  〈一般募集〉   ３１１ 名  来年度は  8 クラス 編成です 

 推薦に基づく選抜 学力検査に基づく選抜 合計 

合計  ６２  名  ２４９  名  ３１１  名 

  〈海外帰国生徒（引揚生徒対象）〉  ６ 名 

 

＊ 推薦に基づく選抜（一般推薦と文化・スポーツ等特別推薦の合計）の人数は、一般募集の募集人員の

２０％です。 

＊ 学力検査に基づく選抜の人数は、一般募集の募集人員から推薦に基づく選抜の対象人数を引いた数を

記しています。 

＊ 一般募集人数には、海外帰国生徒（引揚生徒対象）６名を含みません。 

 

〈令和８年度入試における主な変更点〉 

（１）自己PRカードの取扱いについて、 

これまで推薦選抜など面接を実施する学校に出願する場合は出願時に、面接を実施しない学校に

出願する場合は合格後に、当該校に提出することとしていましたが、推薦選抜など面接を実施す

る高校に出願する場合のみ提出することになりました。 

 

２ 令和８年度文化・スポーツ等特別推薦入学募集人員 （数字は人数） 

種目 男子 女子 

吹奏楽 5 

硬式野球 6   

バスケットボール   3 

サッカー 4   

合計 18 

※一般推薦の人員は、推薦に基づく選抜の募集人員より、特別推薦の合格者を差し引いた人数となります。  

  

１ 本校を志望する理由が明確で、具体的な目的をもっている生徒 

２ 学習成績が良好で、入学後も学習意欲をもち続け、大学進学等の進路実現に向けて努力できる生徒 

３ 学校行事、部活動、生徒会活動などに積極的に取り組み、入学後も継続的に活動できる生徒 

＊特に推薦選抜においては、入学後の学習・特別活動における継続的な意欲・態度を重視します。  
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３ 過去５年間の倍率 （数字は倍率） 

 
１学年の 

学級数 

推薦に基づく選抜 学力検査に基づく選抜 

男子 女子 男子 女子 

令和７年度 （８クラス） 3.26 1.15 

令和６年度 （８クラス） 3.11 1.19 

令和５年度 （９クラス） 2.33 5.52 1.20 1.86 

令和４年度 （８クラス） 2.16 3.45 1.15 1.24 

令和３年度 （７クラス） 4.14 4.58 1.40 1.54 

  ※令和６年度より推薦に基づく選抜及び第一次募集において、男女合同選抜を実施 

  ※令和７年１０月１日現在、第１学年の在籍者数は男子 １1７名・女子 １９７名（計 ３１４名） 

 

４ 主な日程 

推薦に基づく選抜 

出  願 

令和８年 1月 9日(金)～1月16日(金) 

※ インターネット上の専用サイトに 

令和７年 12 月 19 日（金）から受付期間最

終日までに入力し、その他出願に要する書

類についてこの期間内に本校必着とする。 

作文・面接 

・実技検査（特別推薦） 

令和８年 1 月 26 日（月） 

1 月 27 日（火） 

合格者の発表 
令和８年 ２月２日（月） 

※ 合否照会サイト及び校内掲示 

学力検査に基づく選抜 

出  願 

令和８年 1月30日(金)～2月 5日(木) 

※ インターネット上の専用サイトに 

令和７年 12 月 19 日（金）から受付期間最

終日までに入力し、その他出願に要する書

類についてこの期間内に本校必着とする。 

願書取り下げ 令和８年 2 月 12 日（木） 

 願書再提出 令和８年 2 月 13 日（金） 

 学力検査実施 令和８年 2 月 21 日（土） 

 合格者の発表 
令和８年 3 月 2 日（月） 

※ 合否照会サイト及び校内掲示 

海外帰国生徒等  

入学選抜  

（引揚生徒対象） 

 出  願 

令和８年 2 月  5 日（木） 

午前 9 時～午後 3 時 

 2 月 6 日（金） 

午前 9 時～正 午 

検査（作文・個人面接） 令和８年 2 月 16 日（月） 

 合格者の発表 令和８年 2 月 18 日（水） 
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Ⅱ 推薦に基づく選抜  

１  一般推薦  

選考方法は下表のように調査書、作文、個人面接の３項目の得点を合算した上で、総合的

に判断します。なお、集団討論は行いません。  

 

 

 

 

 

 

＊調査書点は、５段階評定の合計を５００点満点に換算します。傾斜配点は行いません。  

 

（１）作文  

  ５０分  ６００字程度  

◆作文の評価の観点 

・主語述語の呼応に誤りがないか        ・誤字脱字がないか  

・適切な漢字や語彙を正しく使用できているか  ・テーマをよく把握できているか  

・意見に一貫性があるか            ・内容にまとまりがあるか  

・着眼点や発想に独自性があるか        ・分かりやすく具体的に自分の意見を説明できているか 

 

◆過去３年間の作文テーマ 

（令和７年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和６年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項  目  満  点  

調  査  書    ５００点  

個人面接    ２５０点  

作   文    ２５０点  

計   １０００点  

 令和４年４月から成年(成人)年齢が 18 歳に引き下げられました。そのため、あなたが高校３年生の時に成人と

して認められることとなりますが、その時までにどのような能力を身に付けていきたいですか。あなたの考えを２

段落構成で書いてください。 

 １段落目には、下の語群から身に付けたい力を１つ選び、それを選んだ理由を書き、２段落目には、高校生活

でその力を身に付けるために、何をどのように取り組みたいかを具体的に書いてください。 

(600字以内) 

【語群】 

・粘り強く取り組む力 

・ルールや約束を守る力 

・物事を客観的に分析する力 

・多様な価値観を認め合う力 

・他者を思いやり協力する力 

 現代は性別や障がい、価値観など人それぞれの違いを受け入れ、支え合い、認め合うことが必要な社会であ

り、「自分を助ける」だけでなく「他者と助け合う」ことも大切だとされています。その中で、あなたはどのような力を

身に付ける必要があると思いますか。あなたの考えを以下のような２段落構成で書いてください。 

１段落目には、下の語群から身に付けたい力を一つとそれを選んだ理由を書き、２段落目には、その力を身に付

けるために、高校生活において「何に」「どのように」取り組みたいかを具体的に書いてください。(600字以内) 

【語群】 

・粘り強く取り組む力 

・ルールや約束を守る力 

・物事を客観的に分析する力 

・多様な価値観を認め合う力 

・他者を思いやり協力する力 
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（令和５年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）個人面接  

 受検者１名に対して面接者２～３名で、１人１０分程度実施します。志望動機、入学後の

抱負、中学校の生活、卒業後の進路目標などについて質問されます。態度や身だしなみ・言

葉使いなども採点の対象となります。  

＊推薦に基づく選抜では、自己ＰＲカードの提出が必要です。  

 

◆個人面接の評価の観点 

・コミュニケーション能力            ・思考力・判断力・表現力 

・協調性・リーダーシップ・将来性        ・出願の動機・進路実現に向けた意欲 

・規範意識・生活態度 

 

２  文化・スポーツ等特別推薦  

選考方法は下表のように調査書、面接、実技の３項目の得点を合算した上で総合的に判断し

ます。  

本校の一般推薦との併願が可能です。  

項  目  満  点  

調査書  ５００点  

 面  接＊  ２００点  

実  技  ３００点  

計  １０００点  

＊吹奏楽・硬式野球は集団面接を、バスケットボール・サッカーは個人面接を実施します。 

 

（１）  吹奏楽  

①応募資格  以下の全てに当てはまる者  

・中学校３年間吹奏楽部に所属し、意欲的に活動した者  

・楽器演奏の技術・能力に優れている者  

・本校吹奏楽部の活動方針を深く学習・理解し、率先して実践しようとする意欲をもつ者  

・入学後吹奏楽部に所属し、３年間活動を続ける者  

・吹奏楽部において他の生徒の模範となる行動や指導力を発揮できる者  

・学習への意欲が旺盛である者  

・部活のみならず学校行事等においても指導力を発揮できる者  

②実技検査  

・課題曲・自由曲の演奏  （詳細は、10 月下旬以降、本校ホームページにて掲載します。） 

 

  

 人間とＡＩ（人工知能）が共存する時代が来ています。このような社会で生きていくために身に付けたい力を、下

の【語群】から１つ選び、選んだ理由を書いてください。また、その力を身に付けるために、高校生活で何をどのよ

うに取り組んでいきたいか、具体的に書いてください。 

【語群】 

・継続して学ぶ力 

・他者と協働できる力 

・疑問をもち考え抜く力 

・目的を設定し行動する力 
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（２）  硬式野球  

①応募資格  以下の全てに当てはまる者  

・中学校３年間、野球部又はクラブチームに所属し、意欲的に活動した者  

・本校の指導に従い、他の模範となる学校生活を送ることができる者  

・入学後、学習と部活動を両立することができ、学校行事等においても指導力を発揮できる者  

・入学後、３年間硬式野球部に所属し活動を継続する意志の強い者  

 

②実技検査  

・ウォーミングアップ  ・５０ｍ走  ・ソフトボール投げ  ・キャッチボール（ソフトボー

ルで実施）  

・フィールディング（ソフトボールで実施） ・ティーバッティング（ソフトボールで実施） 

   〈雨天時〉  

・ウォーミングアップ  ・反復横跳び  ・ハンドボール投げ  

・キャッチボール（ソフトボールで実施） ・ティーバッティング（ソフトボールで実施） 

   ※晴天でも、グラウンド不良の場合には検査内容を変更することがあります。  

 

（３）  バスケットボール  

①応募資格  以下の全てに当てはまる者  

・バスケットボールの技術・能力に優れ、中学校３年間、バスケットボール部に所属し、活躍した者 

・本校の指導に従い、他の模範となる学校生活を送ることができる者 

・入学後、学習と部活動を両立することができ、学校行事等においても指導力を発揮できる者 

・入学後、３年間バスケットボール部に所属し活動を継続する意志の強い者 

 

②実技検査  

・ウォーミングアップ  ・シャトルラン  ・パス   ・ドリブルシュート  ・ジャンプシュ

ート  

・ハーフコートの攻防他  

 

（４）  サッカー  

①応募資格  以下の全てに当てはまる者  

・サッカーの技術・能力に優れ、中学校３年間、サッカー部又はクラブチームに所属して活躍した者 

・本校の指導に従い、他の模範となる学校生活を送ることができる者 

・入学後、学習と部活動を両立することができ、学校行事等においても指導力を発揮できる者 

・入学後はサッカー部の活動に積極的に取り組み、３年間継続して活動できる者 

 

②実技検査  

 ・50m 走  ・パス・コントロール  

 ・シュート（ゴールキーパーはゴールキーピング）  

 ・ゲーム（ゴールキーパーはキーパーのポジションで行う）  

  〈雨天時〉  

  ・シャトルラン  ・ボールリフティング  ・パス・コントロール  ・ゲーム  

   ※晴天でも、グラウンド不良の場合には検査内容を変更することがあります。  
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Ⅲ 学力検査に基づく選抜（第一次募集）   

１  第一次募集  選考方法  

 

 

 

 

 

 

 

①  ５教科（国数英社理）の学力検査の成績と調査書の得点、及びＥＳＡＴ-Ｊ（東京都中学校英

語スピーキングテスト）の結果を合算し、総合的に判定します。  

※学力検査は、マークシート方式が導入されています。 

 

②  学力検査の得点と調査書点の比は  ７：３です。  

 

③  調査書は５段階評定を用い、学力検査を行わない教科の評定は２倍します。  

 

④  東京都中学校英語スピーキングテスト（ESAT-J）の結果を活用します。  

 

⑤  令和６年度以前の中学校卒業者は、面談を実施（第一次募集）します。  

＊現在中学校３年生に在学している生徒(来年３月に卒業する生徒)は、第一次募集では面談を

実施しません。  

 

⑥ 自己ＰＲカードは、面接をしない学力検査に基づく選抜（第一次募集）では、提出する必要

はありません。  

＊令和６年度以前の中学校卒業生は、第一次募集で面談を実施するので、自己ＰＲカードの

提出が必要です。  

 

☆基本的に、学力検査得点が高得点の人が有利になるので、受検に向けて勉強をしっか

りやりましょう。 

また、１、２点の差が合否を分けることもあるので、解答欄を間違えるなどのケアレ

スミスをしないことが大切です。文字はていねいで読みやすい字を書き、マークシート

の訂正はしっかりと消しゴムで消してから記入してください。 

 

Ⅳ 海外帰国生徒等入学選抜  （引揚生徒） 

１  引揚生徒対象入学選抜  選考方法  

下表のように調査書  、面接（個人）、作文の３項目の得点を合算した上で、総合的に判断します。 

項  目  満  点  

調査書  ２００点  

個人面接  １００点  

作文  １００点  

計  ４００点  

  

※詳細の問い合わせは個別に応じています。本校まで早めにご連絡ください。  

項  目  満  点  

学力検査  ７００点  

調査書  ３００点  

ＥＳＡＴ－Ｊ結果    ２０点 

計  １０２０点  
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 本校の進路状況  

・本校の卒業生の約７割が現役で４年制大学に進学しています。過去３年間の主な進路先の合

格実績は、学校案内の１０ページをご覧ください。  

・令和６年度卒業生は、難関私立大学（MARCH）に合格者２２名を輩出しています。中堅私立

大学の合格実績も上昇しています。  

・本校は、看護、医療系への進学指導にも力を入れています。令和５年度卒業生は、４４名が

看護、医療系の大学や専門学校に進学しました。  

 

 多様な入試制度への対応   

大学入試制度の多様化により、一般選抜だけでなく、学校推薦型選抜（指定校推薦・公募制推

薦）や総合型選抜（旧 AO 入試）を利用する生徒の割合が増えています。このため、本校では、

多様な入試制度に対応した取り組みを実施しています。  

本校には、中央大学、専修大学、日本大学、駒澤大学など東京都内の中堅私立大学を中心に１

００校以上の指定校推薦があり、この制度を利用して合格し、大学に進学している卒業生が多

数います。  

英検などの検定のスコア（級）、発展的な学習の成果、意欲や関心といった学力以外の要素を

含めて評価する総合型選抜を利用する生徒も増えています。  

各種進路ガイダンス、模擬面接指導、総合型選抜対策講座などのサポート体制で、多様な入試制度を活

用した進路実現を支援しています。 

 

 看護・医療系   

本校には、看護師や医療分野への進学を目指す生徒が多く在学しています。看護・医療分野へ

の進学を意識したカリキュラムを用意しています。また学力だけでなく、面接や小論文が重視

される場合が多いため、対策が必要になります。本校では、看護ガイダンスや看護模試などの看

護・医療系の対策を行っています。  

 

 進路実現に向けて   

本校では、１年生から進路実現に向けガイダンス等を実施しています。学年ごとに目標を設

定し、３年次にはスムーズに進路希望を決め、その実現に向けて進めるよう、様々な進路に関す

る行事を設定しています。また、難関中堅私大の入試に対応したカリキュラムにより、生徒の学

力向上を図っています。さらに、長期休業中に講習を多数実施したり、大手予備校の模擬試験や

英語検定を校内で実施したりしています。  

個別学習机を備えた自習室があり、多くの生徒が放課後の自習で利用しています。  

 

 進路指導室   

進路指導室には、大学のパンフレットやオープンキャンパスの情報など進路関係の資料がた

くさんあります。また、「赤本」とよばれる学校ごとの入試問題集が取り揃えられており、３年

生だけでなく、１，２年生の生徒も進路指導室を活用しています。大学だけでなく、短大、専門

学校、公務員受験や就職を希望する生徒に必要な資料も充実しています。進路指導部の教員が、

随時個別の進路相談に応じています。   

進路指導部 
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生活指導の重点 

 

１．生活指導 

 

 (1) 基本的な生活習慣の確立を図る 

頭髪指導・服装指導・遅刻指導を組織的に行います。 

改善が見られるまで、継続した指導を行います。 
 

 2) 挨拶を基本とした礼儀を重視する指導を推進し、他者を思いやる心を育成する 

生徒会を中心に、挨拶運動を展開しています。 

 

(3) 生徒の健全育成を図る 

①自転車の安全運転等の交通マナー講習 

②薬物乱用防止講習 

③情報セキュリティ講習 

の３つのセーフティ講習を通し､規範意識の育成に努めています。 

 

２．特別活動の指導 

 

 (1) 生徒会・委員会活動を活性化させ、主体的精神を育成する 

 

 (2) 人間力向上テーマを通じて生徒の人間力を向上させる 

 

(3) 部活動の活性化を図る 

 

〈部活動一覧(2025 年度)〉 

  ●運動部(15 部) 

    硬式野球部  サッカー部  女子バスケットボール部  アウトドア部  空手道部  

剣道部  硬式テニス部  水泳部  ソフトテニス部  卓球部  ダンス部 

男子バスケットボール部  女子バレーボール部  バドミントン部  陸上競技部 

 

●文化部(12 部) 

   吹奏楽部  華道部  軽音楽部  茶道部  製菓部  天文気象部  パソコン部 

  美術部  文芸部  演劇部  漫画研究部  ボランティア部 

 

●同好会・サークル(3) 

   写真同好会  競技かるた同好会  囲碁将棋サークル 

 

 (4) 充実した学校行事を通して、生徒の主体性、協調性を育成する 

   盛り上がる体育祭、文化祭、合唱祭 

・・・行事運営には生徒が主体的に参加しています 

 

  本校の公式キャラクター 

「ふじおともりりぃ」 

生活指導部 
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経営企画室 

１．入学から卒業までの３年間の必要経費（令和７年度徴収額概算） （単位：円）

学年積立金

生徒会費

小計

◎ 授業料無償化制度について（令和７年度時点）

　世帯収入が基準額に満たない世帯については、手続きをしていただくことにより「高等学校

就学支援金」により授業料を国が負担します。また、不認定となった方も手続きを行って

いただくことで「高等学校臨時支援」制度によって国が授業料を負担します。

　これらの制度は令和7年度時点のものになります。国の方針により申請方法や制度の名称が

変更となる可能性がありますので、受給資格及び手続きの詳細については入学後にお知らせ

いたします。

　なお、受給資格の審査はマイナンバーを利用して行います。

◎ 学校徴収金等について

　学校徴収金は、授業料以外の生徒負担経費を学校で一括管理するために徴収します。

(1) 学年積立金は、学校一括での契約が必要な修学旅行費用、卒業アルバム製作費、模擬試験

受験料及び各種教材購入にあてます。

(2) 生徒会費は、生徒会活動経費及び部活動経費の一部にあてます。

(3) 学校徴収金は年に2回に分割して徴収します。学校からお知らせする期日までに納入されない

場合、行事等への参加ができなくなることがあります。減額・免除の制度はありません。

(4) 上記の金額には、教科書代は含まれていません。

(5) 加入する部活動により、上記のほかに合宿費用（年3～4万円程度）や部費の徴収があります。

(6) ＰＴＡ会費については、別途ＰＴＡから案内があります。

356,400

139,800 558,400222,800

２学年 ３学年 合計

73,000

学校生活にかかる費用について

授業料（※） 118,800 118,800 118,800

17,000 190,000

4,000 4,000 12,000

１学年

100,000

4,000

学
校
徴
収
金 104,000

195,800

21,000 202,00077,000

項目

合計
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２．入学準備のための経費（令和８年度見込） （単位：円）

(1) タイプBは冬スカートまたは冬スラックスのどちらか片方を必須購入となります。

表内の金額は冬スカートを選択した場合の合計金額です。

冬スラックスを選択した場合、合計40,480円（税込）です。

(2) 制服には上記の他にオプションとして夏スカート、夏スラックス、リボン、ベスト、

カーディガン等があります。必要に応じて購入することができます。

(1)で冬スカートを選んだ場合は冬スラックスを、(1)で冬スラックスを選んだ場合は

冬スカートをオプション品として購入できます。

(3) 4月当初に配布する補助教材、校章バッジ、生徒手帳等は、学年積立金から支出します。

(4) 上記の他に、教科書、男子柔道着、男女水着、水泳帽等の購入費用が必要となります。

３．その他

◎ 「東京都高等学校奨学のための給付金」制度について

「授業料以外の」教育費負担を軽減するための給付制度です。道府県民税、区市町村民税所得

割額が非課税の世帯及び生活保護世帯が対象です。詳細については例年7月ごろにお知らせして

おりますので、学校からの配布物には御注意ください。

◎ 「東京都立高等学校等給付型奨学金」制度について

　生徒が学校の選択的教育活動に参加するために必要な経費を、東京都が保護者に代わり支払う

制度です。学校で指定する模擬試験や、検定試験にかかる費用等が対象となります。手続きの

詳細や受給資格については時期がきましたらお知らせを配布します。

15,600

体育館履き

運動着

タイプA(男子)(税込) タイプB(女子)(税込)

43,560

15,600

計 65,020 65,460

基本形のみ（タイ含む）

上履き 1,800 1,800

備　　　考

制服 43,120

4,500 4,500


